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建

設

  

　

児
童
・
生
徒
が
安
全

で
安
心
し
て
、
登
下
校
で
き

る
対
策
は
。

　

学
校
教
育
課
担
当
課
長　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

方
に
、
登
校
時
に
あ
っ
て
は

７
校
９
カ
所
、
下
校
時
に
あ

っ
て
は
２
校
４
カ
所
の
計
13

カ
所
に
指
導
員
の
配
置
を
お

願
い
し
て
い
る
。

  

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
事
業
の
活
動
状
況
は
。

　

社
会
教
育
課
長　

平
成
19

年
度
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
、

（
８ 

面 

か 

ら
）

し
て
１
万
部
作
成
し
、
市
の

窓
口
や
観
光
案
内
所
に
も
備

え
て
い
る
。
今
後
、
観
光
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て

観
光
マ
ッ
プ
と
併
せ
て
京
田

辺
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

　

平
成
19
年
度
の
観
光

消
費
額
が
平
成
18
年
度
と
比

較
し
て
６
０
０
０
万
円
増
加

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

何
が
増
加
し
て
い
る
の
か
。

　

産
業
振
興
課
長　

普
賢
寺

ふ
れ
あ
い
の
駅
、
産
業
祭
等

で
の
売
り
上
げ
が
増
加
の
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　

　

以
前
に
消
費
者
モ
ニ

タ
ー
制
度
と
い
う
の
が
あ
り
、

食
の
安
全
の
問
題
等
で
復
活

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
独
自
で
行
う
考
え
は
。

　

経
済
環
境
部
副
部
長　

消

費
者
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
役
割
は
果
た

し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
復
活
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
庁
の
創
設
、
事
務
権
限

移
譲
も
含
め
た
消
費
者
行
政

の
中
で
検
討
し
た
い
。

　

　

水
道
料
金
の
滞
納
整

理
は
ど
う
い
う
形
で
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

　

経
営
管
理
室
担
当
課
長　

滞
納
整
理
人
と
い
う
形
で
委

託
を
し
て
お
り
、
職
員
と
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
滞
納

整
理
を
進
め
て
い
る
。

　

　

ご
み
の
分
別
収
集
の

細
分
化
の
方
向
性
は
。

　

経
済
環
境
部
副
部
長　

ビ

ン
の
収
集
を
１
種
類
か
ら
３

種
類
に
細
分
化
す
る
と
か
、

紙
類
を
生
ゴ
ミ
の
中
か
ら
は

ず
し
て
細
分
化
す
る
な
ど
様 

々
な
方
法
が
あ
る
が
、
収
集

体
制
や
処
理
体
制
も
問
題
に

な
る
の
で
、
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

　

新
名
神
高
速
道
路
の

建
設
を
今
後
見
直
し
、
要
望

活
動
は
す
る
べ
き
で
な
い
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　

副
市
長　

必
要
性
を
感
じ

て
い
る
た
め
、
政
府
に
予
算

要
望
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

　

山
手
幹
線
の
渋
滞
の

状
況
は
ど
う
か
。

　

建
設
政
策
推
進
室
担
当
課

長　

薪
工
区
の
開
通
後
、
京

都
府
で
実
施
の
交
通
量
調
査

に
よ
る
と
、
大
住
ケ
丘
の
付

近
で
８
％
の
増
と
聞
い
て
い

る
。
信
号
機
の
設
置
も
多
く
、

渋
滞
す
る
要
素
は
あ
る
が
、

思
っ
た
ほ
ど
交
通
量
の
増
加

は
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

　

大
住
虚
空
蔵
谷
の
不

法
建
築
店
舗
の
現
状
は
。

教

育

　

計
画
建
築
課
長　

八
幡
市

内
に
用
地
を
確
保
さ
れ
て
い

る
。
造
成
後
、
転
居
い
た
だ

く
形
で
京
都
府
か
ら
も
強
い

指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

　

公
園
の
遊
具
の
点
検

を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が

進
捗
状
況
は
。

　

施
設
管
理
課
長　

10
月
27

日
か
ら
11
月
末
ま
で
の
予
定

で
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
中
に
は
、
完
了
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

　

松
井
ケ
丘
Ｊ
Ｒ
跨
線

橋
の
欄
干
が
錆
つ
い
て
相
当

壊
れ
て
き
て
い
る
が
、
塗
装

等
の
対
応
の
進
捗
状
況
と
安

全
性
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

施
設
管
理
課
長　

10
月
27

日
か
ら
１
週
間
で
終
わ
る
予

定
で
あ
り
、
腐
食
防
止
の
塗

装
が
完
了
す
れ
ば
安
全
と
考

え
て
い
る
。

　

　

角
田
い
こ
い
公
園
の

前
に
、
電
力
会
社
の
鉄
塔
が

あ
る
が
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
電

力
が
流
れ
て
い
て
、
安
全
性

に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

　

三
山
木
整
備
課
長　

公
園

の
上
を
51
万
ボ
ル
ト
の
高
圧

線
が
通
っ
て
い
る
が
、
電
力

会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

人
体
に
影
響
の
あ
る
電
磁
波

は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

　

同
志
社
山
手
地
域
の

山
手
幹
線
に
道
路
照
明
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　

山
手
幹
線
の

道
路
照
明
に
つ
い
て
は
、
京

都
府
の
道
路
で
あ
り
、
計
画

的
に
進
め
ら
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
地
域
内
の
防
犯
灯
に

つ
い
て
は
、
安
心
ま
ち
づ
く

り
室
で
発
注
者
の
Ｕ
Ｒ
と
協

議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
設

置
し
て
い
く
方
向
で
話
が
進

ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

　

山
手
幹
線
の
バ
イ
パ

ス
機
能
を
備
え
た
池
ノ
端
丸

山
線
の
必
要
性
に
つ
い
て
理

事
者
の
認
識
は
。

　

副
市
長　

計
画
が
決
定
さ

れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
を
覆

す
考
え
は
な
い
が
、
京
都
府

に
対
し
て
引
き
続
き
要
望
を

続
け
る
と
と
も
に
、
北
部
地

域
の
渋
滞
解
消
を
ど
う
い
う

形
で
行
う
の
か
を
多
面
的
に

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

　

市
営
住
宅
使
用
料
を

長
期
滞
納
し
た
場
合
、
住
宅

か
ら
出
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
約
束
事
は
あ
る

の
か
。

　

計
画
建
築
課
担
当
課
長　

条
例
の
中
で
３
カ
月
以
上
の

滞
納
が
あ
っ
た
場
合
、
住
宅

の
明
け
渡
し
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
形
と
な

っ
て
い
る
。

上
に
つ
な
が
っ
た
事
業
展
開

を
評
価
と
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
制
度
が
失
敗
に

終
わ
ら
な
い
た
め
に
利
用
者

の
拡
大
を
図
り
、
運
営
が
ス

ム
ー
ズ
に
執
行
さ
れ
る
よ
う

管
理
と
指
導
に
当
た
り
た
い
。

トイレの増改築後の　　　　　　　　　　
　　　　説明を受ける委員（田辺小学校）

れ
、
結
果
と
し
て
１
２
０
万

円
の
赤
字
が
出
て
い
る
が
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
目
標
達
成
の
た
め
に

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
さ
れ
る
の
か
。

　

教
育
部
長　

赤
字
が
出
た

中
で
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　

社
会
教
育
課
長　

本
年
６

月
１
日
に
改
正
し
た
。
現
在

ま
で
に
７
団
体
の
利
用
が
あ

り
、
助
成
総
額
は
、
50
万
６ 

０
０
０
円
で
あ
る
。
な
お
、

利
用
さ
れ
た
文
化
施
設
は
、

秋
篠
音
楽
堂
、
学
園
前
ホ
ー

ル
、
文
化
パ
ル
ク
城
陽
、
八

幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー
、
同
志

社
新
島
記
念
講
堂
で
あ
る
。

  

　

田
辺
公
園
プ
ー
ル
に

お
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度

導
入
前
と
比
べ
、
人
員
配
置

と
安
全
管
理
は
変
わ
ら
な
い

と
考
え
て
よ
い
か
。

　

社
会
体
育
課
長　

体
制
的

に
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

  

　

平
成
19
年
度
指
定
管

理
者
制
度
が
初
め
て
導
入
さ

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
徹
底
す

る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

副
市
長　

学
校
給
食
法
で

は
、
材
料
費
は
保
護
者
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
法
的
に
受
益
者
負
担
を

公
金
と
し
て
徴
収
す
る
権
限

が
な
い
、
こ
の
法
律
の
不
備

が
問
題
の
根
幹
で
あ
る
。

  

　

山
手
西
地
域
か
ら
大

住
中
学
校
に
通
学
さ
れ
て
い

る
生
徒
が
い
る
が
、
自
転
車

通
学
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　

教
育
部
副
部
長　

学
校
の

方
で
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
。

市
と
し
て
相
談
に
は
乗
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

  

　

文
化
施
設
利
用
助
成

金
交
付
要
綱
は
い
つ
改
正
さ

れ
た
の
か
。
ま
た
、
改
正
後

本
の
読
み
聞
か
せ
、
囲
碁
、

将
棋
教
室
等
を
、
１
区
３
自

治
会
で
実
施
し
て
い
る
。

  

　

竜
王
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
の
わ
く
わ
く
体
験
教
室

の
事
業
内
容
と
参
加
人
数
は
。

　

社
会
教
育
課
指
導
主
幹　

事
業
内
容
と
し
て
は
、
大
き

く
分
け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ

キ
ン
グ
、
木
工
等
ク
ラ
フ
ト 

・
物
づ
く
り
、
自
然
体
験
の

３
つ
の
事
業
が
あ
り
、
平
成

19
年
度
全
体
で
１
６
４
０
人

の
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

  

　

学
校
給
食
費
の
未
納

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

　

教
育
部
長　

教
育
的
配
慮

の
中
で
給
食
抜
き
と
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
た
め
、
給
食

費
未
納
の
保
護
者
の
方
に
払

　

新
た
な
税
徴
収
の
方
策
を

進
め
る
と
共
に
、
歳
入
の
確

保
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り

組
み
を
求
め
る
。
権
限
移
譲

や
定
年
退
職
者
も
増
え
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
仕
事
量
の

増
大
と
専
門
性
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
際
、
定
数
管
理
の

見
直
し
を
行
い
、
新
規
採
用

の
拡
大
な
ど
、
人
材
の
確
保

に
努
め
る
べ
き
。
保
育
所
の

用
地
確
保
に
向
け
た
積
極
的

な
取
り
組
み
や
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
京
田
辺
市
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
保

険
の
充
実
と
市
独
自
施
策
の

拡
大
な
ど
、
多
面
的
な
福
祉

施
策
を
進
め
ら
れ
た
い
。

民
主
党

　

世
界
的
な
金
融
不
安
、
株

価
崩
落
と
い
う
中
、
財
政
運

営
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
行
財
政
改
革
の
推

進
に
向
け
て
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
さ
ら
に
、
本
市

の
救
急
救
命
体
制
の
強
化
と

南
部
地
域
へ
の
消
防
分
署
の

設
置
、
妊
婦
健
診
の
全
14
回

の
無
料
化
、
京
阪
バ
ス
へ
北

部
地
域
か
ら
山
手
幹
線
経
由

で
の
市
役
所
行
き
の
路
線
運

行
を
要
請
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
環
境
問
題
に
つ

い
て
、
本
庁
舎
以
外
へ
の
Ｋ

Ｅ
Ｓ
認
証
取
得
の
対
象
範
囲

の
拡
大
と
シ
ス
テ
ム
運
用
の

展
開
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

公
明
党

　

高
齢
者
、
子
育
て
世
代
の

生
活
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
中
、
高
い
国
保
税
の

引
き
下
げ
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
拡
大
を
早
期
に
。

介
護
保
険
料
の
見
直
し
の
時

期
を
迎
え
る
が
、
市
民
の
暮

ら
し
が
大
変
な
中
、
基
金
の

取
り
崩
し
等
で
、
保
険
料
の

引
き
上
げ
は
す
べ
き
で
な
い
。

同
和
扱
い
の
住
宅
新
築
資
金

の
回
収
に
つ
い
て
、
５
０
０ 

０
万
円
の
未
収
の
早
期
回
収

を
。
市
営
の
プ
ー
ル
の
指
定

管
理
委
託
に
つ
い
て
、
初
年

度
か
ら
赤
字
経
営
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
企
業
の
経
営

努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

共
産
党

　

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、

健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
す

る
た
め
、
一
丸
と
な
っ
て
創

意
工
夫
さ
れ
た
努
力
に
、
一

定
の
評
価
を
す
る
と
と
も
に
、

行
政
改
革
に
つ
い
て
も
年
度

計
画
に
基
づ
き
、
着
々
と
推

進
さ
れ
た
こ
と
に
理
解
を
し

た
い
。
財
政
も
２
０
０
億
円

規
模
で
推
移
し
て
お
り
、
健

全
と
判
断
し
て
い
る
。
不
況

の
出
口
が
見
え
な
い
今
日
、

行
財
政
改
革
に
は
ま
ず
、
職

員
の
意
識
改
革
が
不
可
欠
。

市
民
生
活
を
守
り
、
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
も
市
長
の
更
な
る

実
践
的
行
動
に
期
待
し
た
い
。

一
新
会

　

石
井
市
長
誕
生
後
の
折
り

返
し
点
。
厳
し
い
財
政
状
況

下
、
し
っ
か
り
と
し
た
目
標

を
定
め
、
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
健
全
な
都
市
経
営
を

目
指
す
こ
と
。
税
・
料
の
収

納
率
向
上
に
は
さ
ら
な
る
努

力
を
。
職
員
大
量
退
職
後
を

睨
ん
だ
職
員
の
養
成
は
緊
急

課
題
。
大
住
工
専
地
域
へ
の

支
援
は
、
財
源
確
保
、
企
業

誘
致
の
面
か
ら
必
要
。
一
般

会
計
か
ら
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
下
水
道
事
業
の
経
営

健
全
化
を
。
た
だ
、
財
政
健

全
化
を
目
指
す
あ
ま
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
や
職
場
環
境
が

悪
く
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
。

緑
政
会

新設された角田いこい公園を視察

耐震補強工事の説明を受ける委員　
　　　　　　　　（田辺東小学校）
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